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1

は
じ
め
に

　

西
区
野
毛
山
の
中
腹
に
あ
る
横

浜
市
中
央
図
書
館
の
地
階
フ
ロ
ア

に
、
横
浜
市
史
資
料
室
と
い
う
総

務
局
の
１
施
設
が
あ
る
こ
と
を
庁

内
職
員
の
方
々
は
ど
れ
ほ
ど
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
閲

覧
、
資
料
の
開
架
、
事
務
・
受
付

と
展
示
の
各
ス
ペ
ー
ス
を
併
せ
て

約
２
５
０
平
米
ほ
ど
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
図
書
館
の
他
の
コ
ー

ナ
ー
と
仕
切
ら
れ
た
施
設
で
あ
る

が
、
所
蔵
す
る
の
は
寄
贈
・
移
管

を
受
け
た
原
資
料
で
保
存
箱
約
1

万
箱
、
収
集
し
た
図
書
や
行
政
刊

行
物
８
万
５
０
０
０
冊
、
資
料
を

複
写
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
1

万
本
、
写
真
は
６
万
枚
に
及
び
、

こ
れ
ら
は
図
書
館
内
保
管
庫
だ
け

で
な
く
、
民
間
倉
庫
に
も
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
持
つ
横
浜
市
「
文
書

館
」
の
一
つ
で
あ
る
（
写
真
１
）。

　

横
浜
市
史
資
料
室
の
母
体
は
横

浜
市
が
こ
れ
ま
で
何
度
か
実
施
し

て
き
た
市
史
編
纂
事
業
の
一
つ

『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
で
あ
る
。
横
浜

市
は
大
正
９
年
に
始
ま
り
関
東
大

震
災
で
中
断
の
の
ち
昭
和
８
年
に

完
結
し
た
『
横
浜
市
史
稿
』（
11

冊
刊
行
）、
開
国
・
開
港
百
年
を

記
念
し
て
昭
和
29
年
に
開
始
し
た

『
横
浜
市
史
』（
昭
和
56
年
度
ま
で

28
巻
34
冊
）、
そ
し
て
市
政
１
０

０
年
と
開
港
１
３
０
年
を
記
念
し

て
昭
和
60
年
度
に
「
昭
和
史
」
を

対
象
と
し
て
開
始
し
た
『
横
浜
市

史
Ⅱ
』（
平
成
16
年
度
ま
で
12
巻

16
冊
）
を
実
施
し
、
筆
者
は
こ
の

「
市
史
Ⅱ
」
事
業
の
ほ
ぼ
全
体
に

関
わ
っ
た
。
こ
の
事
業
の
概
要
と

経
験
に
つ
い
て
は
別
稿
で
記
し
た

の
で
（
注
１
）、
本
稿
で
は
政
策

と
し
て
の
自
治
体
史
に
つ
い
て

「
市
史
Ⅱ
」
と
市
史
資
料
室
に
即

し
て
述
べ
て
み
た
い
。

２

市
史
か
ら
資
料
室
へ

　

こ
れ
ま
で
の
「
横
浜
市
史
」
が

歴
史
学
研
究
の
水
準
と
し
て
き
わ

め
て
高
い
評
価
を
得
て
来
た
こ
と

は
、
す
で
に
学
界
の
定
評
で
あ

る
。
し
か
し
政
策
と
し
て
の
市
史

の
意
義
は
、
刊
行
成
果
物
の
高
い

学
術
性
に
止
ま
る
も
の
で
は
む
ろ

ん
な
い
。

　

実
証
的
な
市
史
編
纂
の
た
め
に

は
膨
大
な
参
考
資
料
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
大
き
く
分
け
れ
ば
自
前

の
も
の
と
他
か
ら
収
集
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
前
者
は
庁
内
に
あ
る

文
書
類
や
以
前
の
市
史
編
纂
事
業

か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
な
ど
、

後
者
は
市
内
外
の
施
設
や
団
体
、

個
人
か
ら
借
用
や
寄
贈
さ
れ
た
り

複
写
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
横

浜
市
の
場
合
、
震
災
や
戦
災
、
戦

後
の
庁
舎
移
転
な
ど
の
諸
事
情
に

よ
っ
て
前
者
の
蓄
積
が
少
な
く
、

特
に
「
市
史
Ⅱ
」
は
海
外
を
含
め

他
か
ら
多
く
の
資
料
を
収
集
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
市
史
Ⅱ
」
の
約
20
年
に
及
ぶ

事
業
の
間
に
、
歴
代
市
長
や
有
力

な
市
会
議
員
、
幹
部
職
員
な
ど
の

市
政
関
係
者
の
ほ
か
、
企
業
、
学

校
、
各
種
団
体
、
研
究
機
関
な
ど

か
ら
上
述
の
よ
う
に
夥
し
い
量
の

《4》 

政
策
と
し
て
の
自
治
体
史

　
　
　
　
　

～ 『
横
浜
市
史
Ⅱ
』と
市
史
資
料
室 

～

　

政
策
知
を
語
り
継
ぎ
、
生
み
出
す
た
め
の
最
も
体
系
的
な
知
的
資
産
と
言
え
る
「
市
史
」
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
大
西
比
呂
志
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
教
授
に
、
市
史
資
料
の
活
用
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

写真１　横浜市史資料室入口
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資
料
が
収
集
さ
れ
、
海
外
か
ら
も

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
ほ
か
か

ら
横
浜
に
司
令
部
が
置
か
れ
た
占

領
軍
の
資
料
な
ど
が
収
集
さ
れ

た
。「
市
史
Ⅱ
」
は
こ
う
し
た
資

料
を
も
と
に
、
最
終
的
に
「
通
史

編
」３
巻
６
冊
、「
資
料
編
」９
冊
、

「
索
引
・
総
目
次
編
」
の
本
編
16

冊
、『
横
浜
市
史
資
料
所
在
目
録
』

全
12
集
、『
市
史
研
究
よ
こ
は
ま
』

全
16
号
な
ど
を
刊
行
し
た
が
、
こ

れ
ら
に
引
用
や
紹
介
さ
れ
た
の
は

ほ
ん
の
一
部
で
刊
行
さ
れ
た
「
市

史
」
は
山
の
ほ
ん
の
頂
き
を
示
す

も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　

市
の
「
市
史
」
政
策
と
し
て
ま

ず
重
要
な
の
は
、
刊
行
事
業
の
終

了
後
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
膨
大

な
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
事
業

に
投
入
し
た
少
な
く
な
い
税
金
の

無
駄
使
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

幸
い
横
浜
市
に
お
い
て
は
「
横
浜

市
史
」後
に
横
浜
開
港
資
料
館（
中

区
日
本
大
通
り
）を
開
設
し
、「
市

史
Ⅱ
」
後
は
市
史
編
集
室
を
改
組

し
て
横
浜
市
史
資
料
室
が
発
足
し

た
。
近
年
い
く
つ
か
の
自
治
体
に

お
い
て
財
政
難
な
ど
を
理
由
に
編

纂
事
業
を
中
途
で
打
ち
切
っ
た

り
、
終
了
後
も
集
め
た
資
料
を
放

置
し
た
ま
ま
と
い
っ
た
事
例
が
あ

る
な
か
で
、
市
史
編
纂
事
業
を
一

過
性
の
記
念
事
業
と
せ
ず
、
資
料

館
、
資
料
室
を
設
置
し
て
市
民
に

公
開
し
て
い
る
横
浜
市
の
行
政
姿

勢
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

る
（
写
真
２
）。

３

自
治
体
史
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

　

こ
れ
ら
市
史
事
業
終
了
後
に
発

足
し
た
横
浜
開
港
資
料
館
、
横
浜

市
史
資
料
室
は
英
語
表
記
で
は

Y
ok

oh
am

a A
rch

iv
es of 

H
istory, C

ity of Y
okoham

a 
M

unicipal A
rchives Reference 

Room

で
あ
る
。A

rchives

ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
は
、「
記
録
保
管
」「
文

書
館
」
と
訳
さ
れ
る
。
昭
和
62
年

公
布
の
公
文
書
館
法
は
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
に
「
歴
史
資
料
と

し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
保
存
及

び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
責
務
」
を
規
定
し
た
。

　

神
奈
川
県
で
は
こ
れ
に
先
だ
っ

て
藤
沢
市
が
全
国
最
初
の
市
文
書

館
を
設
立
（
昭
和
49
年
）
し
た
の

を
は
じ
め
、
昭
和
59
年
に
川
崎
市

公
文
書
館
、
平
成
５
年
に
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
が
「
神
奈
川
県

史
」
事
業
の
資
料
を
引
き
継
い
で

オ
ー
プ
ン
し
た
（
写
真
３
）。
さ

ら
に
平
成
18
年
に
は
寒
川
文
書
館

が
「
寒
川
町
史
」
編
纂
（
平
成
４

年
～
平
成
15
年
、
16
巻
）
を
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
公
文
書
や
行
政

刊
行
物
な
ど
の
市
政
情
報
を
保

存
・
公
開
す
る
施
設
と
し
て
開
設

さ
れ
た
。

　

東
京
都
や
政
令
指
定
都
市
で
は

東
京
都
公
文
書
館
（
昭
和
43
年
）、

名
古
屋
市
市
政
資
料
館
（
平
成
元

年
）、
大
阪
市
公
文
書
館
（
昭
和

63
年
、
写
真
４
）、
神
戸
市
文
書

館
（
平
成
元
年
）、
広
島
市
公
文

書
館
（
昭
和
52
年
）、
北
九
州
市

立
文
書
館
（
平
成
元
年
）
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
自
治
体

史
の
編
纂
事
業
の
成
果
で
あ
る
歴

史
資
料
を
基
礎
に
、
永
年
に
わ
た

り
保
存
す
べ
き
「
歴
史
的
公
文

書
」
の
保
存
公
開
を
加
え
て
恒
久

的
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は

近
年
で
は
公
文
書
管
理
法
（「
公

文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
21
年
法
律
第
66
号
、
平
成

23
年
４
月
１
日
に
全
面
施
行
）
を

制
定
し
、
国
な
ど
の
活
動
を
「
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す
る

責
務
」
を
明
記
し
、
文
書
保
存
体

制
の
い
っ
そ
う
の
整
備
を
促
し
て

い
る
。
自
治
体
史
編
纂
事
業
か
ら

総
合
的
な
歴
史
と
市
政
情
報
の
提

供
機
関
と
し
て
の
文
書
館
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
へ
と
い
う
発
展
的
な
展

開
は
、
情
報
公
開
に
よ
る
行
政
の

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
重
視
さ

れ
つ
つ
あ
る
近
年
の
趨
勢
に
基
づ

く
も
の
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

４

横
浜
市
と「
歴
史
的
公
文
書
」

　

し
か
し
主
要
な
大
都
市
の
な
か

で
独
立
し
た
施
設
の
公
文
書
館
を

持
っ
て
い
な
い
の
は
横
浜
市
と
京

都
市
く
ら
い
で
あ
る
（
注
２
）。

横
浜
市
は
「
市
史
Ⅱ
」
が
発
足
し

た
あ
と
前
述
の
公
文
書
館
法
が
定

め
ら
れ
る
と
、
翌
63
年
「
歴
史
的

公
文
書
の
保
存
に
関
す
る
当
面
の

取
扱
要
領
」「
横
浜
市
行
政
文
書

管
理
規
則
」
を
定
め
、
平
成
12
年

に
は
「
横
浜
市
歴
史
的
公
文
書
保

存
要
領
」
で
行
政
文
書
の
保
存
と

破
棄
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
た

（
注
３
）。

　

と
く
に
後
者
の
「
要
領
」
で
は
、

歴
史
的
公
文
書
の
保
存
、
廃
棄
に

際
し
て
の
協
議
、
収
集
に
お
け
る

判
定
、
移
管
な
ど
に
つ
い
て
当
時

の
市
史
編
集
室
が
総
務
局
行
政
部

法
制
課
と
協
議
す
る
こ
と
を
規
定

し
た
（
第
３
、
６
、
７
、
８
の
各

条
）。
各
部
局
に
お
い
て
長
年
保

存
さ
れ
ま
た
日
々
生
み
出
さ
れ
る

夥
し
い
量
の
行
政
文
書
を
基
準
に

従
っ
て
収
集
し
選
別
し
て
保
存
か

廃
棄
を
判
定
す
る
の
は
、
市
長
部

局
に
あ
る
歴
史
と
文
書
の
専
門
部

署
が
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
一

連
の
手
続
き
に
お
い
て
市
史
編
集

室
が
実
務
の
中
心
機
関
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

市
史
編
集
室
は
平
成
16
年
に
市
史

写真２　横浜市史資料室閲覧室

写真４　大阪市公文書館 写真３　神奈川県立公文書館
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資
料
室
と
改
組
さ
れ
た
が
、
そ
の

設
置
要
綱
で
も
資
料
室
の
業
務
の

一
つ
に
「
歴
史
的
公
文
書
の
引
継

及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
」
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
平
成
22
年
の
同
「
要

領
」
の
改
定
で
は
法
制
課
（
長
）

と
他
の
局
課
と
の
文
書
移
管
に
つ

い
て
詳
細
な
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

た
一
方
、
市
史
資
料
室
の
規
定
が

無
く
な
り
、
翌
平
成
23
年
改
正
の

「
横
浜
市
史
資
料
室
の
設
置
及
び

利
用
に
関
す
る
要
綱
」
で
「
法
制

課
が
当
該
文
書
を
保
有
す
る
局
区

か
ら
移
管
を
受
け
資
料
室
で
保
存

等
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
（
第
６

条
）。
こ
れ
は
歴
史
的
公
文
書
の

選
別
や
保
存
に
つ
い
て
は
法
制
課

が
前
面
に
立
っ
て
市
内
外
に
責
任

を
負
う
こ
と
を
明
示
し
、
市
史
資

料
室
は
新
た
に
「
要
領
」
か
ら
「
要

綱
」
規
定
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た

が
、
業
務
が
「
歴
史
的
公
文
書
の

引
継
及
び
保
存
」
と
な
っ
た
の

は
、
法
制
課
と
協
議
し
て
文
書
の

収
集
・
判
定
に
与
る
こ
と
を
規
定

し
た
10
年
前
の
「
要
領
」
よ
り
後

退
し
て
お
り
、
市
史
資
料
室
の
存

在
を
庁
内
か
ら
見
え
に
く
い
も
の

と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

５

市
組
織
の
な
か
の
市
史

　

現
在
の
市
史
資
料
室
の
位
置
づ

け
を
分
か
り
に
く
い
も
の
と
し
て

い
る
要
因
は
組
織
上
に
も
あ
る
。

各
自
治
体
で
市
史
事
業
の
主
体
は

市
長
部
局
系
と
教
育
委
員
会
系
が

あ
る
が
、
横
浜
市
の
場
合
、
昭
和

29
年
の
横
浜
市
史
編
集
室
以
降
、

昭
和
60
年
に
は
総
務
局
行
政
部
文

書
課
、
平
成
16
年
の
市
史
資
料
室

で
は
行
政
運
営
調
整
局
、
平
成
19

年
再
び
総
務
局
総
務
部
法
制
課
と

市
長
部
局
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て

き
て
い
る
。「
市
史
」
が
教
育
委

員
会
と
い
う
行
政
委
員
会
で
は
な

く
市
長
部
局
の
市
行
政
全
般
に
関

わ
る
総
務
局
系
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
、
市
史
を
「
政
策
」
と
し

て
生
か
す
上
で
特
に
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
歴

史
的
公
文
書
」
は
市
固
有
の
か
け

が
え
の
な
い
知
的
資
産
で
あ
り
、

な
か
に
公
的
私
的
な
保
護
情
報
を

含
む
こ
の
資
産
の
管
理
を
他
に
委

ね
る
こ
と
は
リ
ス
ク
を
伴
い
、
で

き
れ
ば
直
営
で
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
市
史
Ⅱ
」
事
業
が
終

了
し
市
史
資
料
室
が
公
開
施
設
へ

移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
、
市

で
は
横
浜
市
に
お
け
る
公
文
書
館

に
つ
い
て
「
歴
史
的
公
文
書
等
の

保
存
活
用
事
業
は
、
横
浜
市
ふ
る

さ
と
歴
史
財
団
へ
業
務
委
託
す

る
」
こ
と
を
副
市
長
、
局
長
レ
ベ

ル
で
了
承
し
て
い
る
（
注
４
）。

　

 

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

と
は
、
平
成
4
年
に
横
浜
市
歴
史

博
物
館
や
横
浜
開
港
資
料
館
な
ど

横
浜
市
の
教
育
委
員
会
の
歴
史
系

博
物
館
施
設
を
管
理
運
営
す
る
団

体
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、
平

成
23
年
に
は
公
益
財
団
法
人
へ
と

移
行
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
平
成

15
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
っ
て
同
財
団
は
従
来

か
ら
管
理
運
営
し
た
施
設
と
あ
ら

た
め
て
委
託
業
務
契
約
を
行
い
、

併
せ
て
こ
こ
に
市
史
資
料
室
の

「
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
活
用
事

業
」
が
業
務
委
託
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
横
浜
市
史
資
料

室
は
総
務
局
総
務
部
法
制
課
の
下

部
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
運
営

を
担
う
職
員
は
教
育
委
員
会
系
の

ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
の
近
現
代
歴

史
資
料
課
に
所
属
し
て
「
歴
史
的

公
文
書
の
保
存
活
用
事
業
」
を
行

う
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

６

施
設
／
機
能
と
し
て
の
文
書

館

　

市
は
歴
史
的
公
文
書
の
取
り
扱

い
を
外
部
委
託
と
し
た
際
に
、
文

書
館
を
「
施
設
整
備
で
は
な
く
、

機
能
の
仕
組
み
と
し
て
確
立
す

る
」
こ
と
も
取
り
決
め
て
い
る
。

　

私
が
市
史
資
料
室
を
離
任
す
る

最
後
の
こ
ろ
、
今
後
の
市
史
の
あ

り
方
を
模
索
す
る
た
め
自
治
体
学

が
専
門
の
元
市
史
編
集
委
員
天
川

晃
氏
（
当
時
放
送
大
学
教
授
）
と

一
緒
に
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
の

文
書
館
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
平
成
12
年
、
廃

校
に
な
っ
た
小
学
校
を
再
利
用
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
都
板
橋
区

公
文
書
館
で
あ
っ
た（
写
真
５
）。

　

同
文
書
館
は
空
き
教
室
を
文
書

保
管
庫
に
用
い
て
閲
覧
と
保
存
が

集
約
さ
れ
た
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
市
民
や
庁
内
の
利
用
も
多
い

と
聞
い
た
。
横
浜
市
の
場
合
も
市

史
資
料
室
設
置
の
際
に
「
学
校
跡

施
設
の
利
用
」
も
検
討
さ
れ
、
い

く
つ
か
の
「
物
件
」
が
候
補
に
挙

が
っ
た
記
憶
が
あ
る
が
、結
局「
横

浜
市
中
央
図
書
館
の
一
部
利
用
」

と
い
う
形
に
な
っ
た
。
ハ
コ
物
を

作
ら
な
い
「
機
能
」
重
視
も
も
っ

と
も
で
あ
る
が
、
横
浜
市
も
板
橋

区
の
よ
う
な
施
設
の
再
利
用
と
い

う
選
択
肢
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。立
派
な
も
の
で
な
く
と
も「
施

設
」
と
し
て
「
文
書
館
」
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
機
能
」

を
発
揮
さ
せ
る
上
で
も
重
要
で
あ

る
。

　

文
書
館
は
行
政
各
部
局
か
ら
一

定
の
独
立
性
を
持
っ
た
組
織
で
あ

る
と
同
時
に
、
市
民
が
容
易
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
必
要
が
あ
る
。
前

者
の
点
で
い
え
ば
各
部
署
が
保
存

し
て
い
た
文
書
の
引
継
や
選
定
に

お
い
て
は
そ
の
取
り
扱
い
を
め

ぐ
っ
て
調
整
を
要
す
る
事
態
も
起

こ
り
う
る
し
、
い
っ
た
ん
「
歴
史

的
公
文
書
」
と
な
っ
た
場
合
に
は

原
所
管
課
と
は
別
の
基
準
で
扱
わ

れ
る
と
い
う
自
立
性
が
要
求
さ
れ

７

だ
れ
の
た
め
の
文
書
館
か

　

し
か
し
文
書
館
の
「
施
設
」
か

「
機
能
」
か
で
い
え
ば
、「
機
能
」

の
充
実
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
で
は
文
書
館
は
だ
れ

の
た
め
に
ど
ん
な
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。こ
れ
を
天
川
晃
氏
は「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
は
な
に
も
歴
史
学
者
の

た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民

が
権
利
を
確
認
す
る
た
め
に
役
立

つ
施
設
で
あ
り
、
市
政
当
局
者
が

こ
れ
か
ら
の
政
策
を
作
っ
て
行
く

際
に
参
照
す
る
た
め
の
施
設
」
と

述
べ
て
い
る
（
注
５
）。

　

文
書
館
と
い
う
と
な
に
か
古
め

か
し
い
「
古
文
書
」
の
保
管
庫
の

よ
う
だ
が
、
歴
史
愛
好
者
の
た
め

の
資
料
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
天
川
氏
の

い
う
「
市
民
の
権
利
」
確
認
と
公

文
書
の
重
要
な
関
係
は
、
数
年
前

に
大
き
な
事
件
と
な
っ
た
「
失
わ

れ
た
年
金
記
録
」
を
想
起
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
市
が
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
場
合
に
よ
く
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
の
が
「
他
都
市
の
事
例
」

で
あ
り
、
時
に
は「
海
外
の
事
例
」

で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば

横
浜
市
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
事

例
は
「
他
都
市
」
で
は
な
く
「
自

ら
の
過
去
」
で
あ
る
。
か
つ
て
自

ら
の
先
輩
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
こ

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
か
、
そ

る
。
ま
た
後
者
の
市
民
へ
の
ア
ク

セ
サ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
は
必
ず
し
も
交

通
の
便
だ
け
で
は
無
く
、
例
え
ば

市
庁
舎
の
奥
の
一
室
で
あ
っ
た
り

し
て
は
「
敷
居
が
高
い
」
の
で
あ

る
。
そ
の
点
で
現
在
の
市
史
資
料

室
は
誰
も
が
使
え
る
中
央
図
書
館

に
あ
る
こ
と
は
利
用
し
や
す
い

が
、
一
定
の
目
的
を
持
っ
た
利
用

者
が
「
原
文
書
」
を
閲
覧
し
様
々

な
制
約
が
必
要
な
資
料
室
が
、
誰

も
が
出
入
り
し
て
い
る
フ
ロ
ア
を

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
た
だ

け
の
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
の
は
管
理

上
不
都
合
で
あ
る
。
学
校
跡
施
設

で
も
古
い
庁
舎
の
建
物
で
も
独
立

し
た
施
設
に
置
く
こ
と
で
、「
文

書
館
」
を
市
内
部
か
ら
も
市
民
か

ら
も
そ
の
独
自
の
存
在
と
機
能
を

可
視
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
。

写真５　板橋区公文書館



7
一
だ
れ
の
た
め
の
文
書
館
か

し
か
し
文
書
館
の
「
施
設
」
か

「
機
能
」
か
で
い
え
ば
、
「
機
能
」

の
充
実
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
で
は
文
書
館
は
だ
れ

の
た
め
に
ど
ん
な
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
天
川
晃
氏
は
「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
は
な
に
も
歴
史
学
者
の

た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民

が
権
利
を
確
認
す
る
た
め
に
役
立

つ
施
設
で
あ
り
、
市
政
当
局
者
が

こ
れ
か
ら
の
政
策
を
作
っ
て
行
く

際
に
参
照
す
る
た
め
の
施
設
」
と

述
べ
て
い
る
(
注

5
)
0

文
書
館
と
い
う
と
な
に
か
古
め

か
し
い
「
古
文
書
」
の
保
管
庫
の

よ
う
だ
が
、
歴
史
愛
好
者
の
た
め

の
資
料
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
天
川
氏
の

い
う
「
市
民
の
権
利
」
確
認
と
公

文
書
の
重
要
な
関
係
は
、
数
年
前

に
大
き
な
事
件
と
な
っ
た
「
失
わ

れ
た
年
金
記
録
」
を
想
起
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
市
が
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
場
合
に
よ
く
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
の
が
「
他
都
市
の
事
例
」

で
あ
り
、
時
に
は
「
海
外
の
事
例
」

で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば

横
浜
市
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
事

例
は
「
他
都
市
」
で
は
な
く
「
自

ら
の
過
去
」
で
あ
る
。
か
つ
て
自

ら
の
先
輩
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
こ

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
か
、
そ

の
成
功
と
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

現
在
の
当
局
者
に
と
っ
て
最
良
の

情
報
・
教
訓
を
も
た
ら
す
は
ず
で

あ
る
。
例
え
ば
現
在
、
横
浜
市
は
横
浜

特
別
自
治
市
と
い
う
大
都
市
制
度

改
草
の
実
現
を
進
め
て
い
る
が
、

戦
前
横
浜
市
は
大
正
期
以
来
大
阪

市
な
ど

5
大
都
市
と
共
闘
し
て
特

別
の
大
都
市
制
度
を
要
求
す
る
特

別
市
制
運
動
に
参
加
し
、
戦
後
は

神
奈
川
県
と
の
間
で
こ
れ
を
め

ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
経
験
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
当
時
の

市
首
脳
の
文
書
を
含
む
様
々
な
資

料
が
市
史
資
料
室
に
は
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
は
関
東
大
震
災
か

ら
伺
年
に
あ
た
る
。
震
災
被
害
の

実
態
や
復
興
計
画
、
事
業
、
財
政

記
録
(
米
貨
公
債
問
題
な
ど
て

写
真
な
ど
の
映
像
記
録
、
市
民
の

体
験
記
録
が
市
史
資
料
室
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
東
北
大
震
災
を
経

験
し
た
今
日
の
日
本
と
横
浜
に

と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
震
災
記
録
は

市
政
の
防
災
担
当
者
を
は
じ
め
多

く
の
市
民
に
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
市
史
資
料
室
に
は
戦

後
最
大
の
都
市
改
造
計
画
6
大
事

業
、
み
な
と
み
ら
い
幻
計
画
を
主

導
し
た
鳴
海
正
泰
氏
や
田
村
明
氏

ら
の
旧
蔵
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
整
理
作
業
な
ど
の
た

め
公
開
ま
で
に
は
ま
だ
年
月
を
要

し
そ
う
だ
が
、
今
日
の
横
浜
を
形

作
る
根
幹
の
計
画
に
関
わ
っ
た
こ

れ
ら
先
人
の
記
録
は
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
有
益
な
情
報
を
提

供
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
市
政
を

担
う
職
員
が
自
ら
の
先
例
に
学
び

そ
の
教
訓
を
今
日
の
市
政
に
生
か

す
た
め
、
市
史
資
料
室
を
市
職
員

必
須
の
研
修
施
設
と
位
置
づ
け
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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最
後
に
市
史
資
料
室
が
市
の
政

策
の
な
か
で
機
能
し
て
い
く
う
え

で
望
み
た
い
の
は
、
外
部
に
「
聞

か
れ
た
組
織
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
市
史
資
料
室
は
平
成
四
年
に

開
設
以
来
、
資
料
や
文
書
の
公
開

だ
け
で
な
く
所
蔵
資
料
の
展
示
、

テ

l
マ
を
設
け
た
講
演
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
な
ど
、
研
究

者
や
学
会
と
の
連
携
、
市
民
参
加

の
各
種
の
企
画
を
開
催
し
、
外
部

交
流
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
(
注

6
)
0
 

し
か
し
市
史
資
料
室
の
所
蔵
資

料
の
う
ち
公
開
可
能
と
な
っ
た
も

の
で
も
、
ほ
と
ん
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
あ
る
い
は
閲
覧
室
の
端
末

で
も
件
名
や
資
料
名
の
検
索
が
で

き
な
い
こ
と
、
ま
た
冊
子
体
で
の

資
料
目
録
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、
様
々
な
制
約
が

あ
る
に
せ
よ
情
報
発
信
の
上
で
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
(
注

7
)
。
さ
ら
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
企
画
で
の

交
流
以
外
に
市
民
、
研
究
者
と
の

恒
常
的
な
チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
も
必

要
だ
ろ
う
。
資
料
収
集
の
方
針
や

企
画
の
実
施
な
ど
の
運
営
に
一
部
、

外
部
の
意
見
を
取
り
込
む
よ
う
な

仕
組
み
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

市
史
資
料
室
が
市
民
・
研
究
者
・

市
役
所
(
行
政
)
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
た

め
に
は
「
文
書
の
番
人
」
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
「
聞
か
れ
た
組
織
」

と
し
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し

そ
れ
ぞ
れ
と
連
携
す
る
「
歴
史
情

報
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
」
で
も

あ
っ
て
欲
し
い
。
資
料
収
集
と
そ

の
情
報
発
信
の
フ
ロ

l
、
外
部
と

の
交
流
は
資
料
室
を
い
っ
そ
う
活

力
あ
る
組
織
と
す
る
基
本
的
な
活

動
で
あ
る
。
市
民
と
市
政
に
関
わ

る
歴
史
情
報
の
宝
庫
た
る
「
市

史
」
を
こ
の
よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
な
か
に
十
分
に
機
能
さ

せ
、
多
く
の
市
民
・
市
政
担
当
者
・

研
究
者
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
市
の

政
策
に
望
み
た
い
。

(注
1
)
大
西
比
日
士
山
「
『
横
浜
市
史
E
」

の
頃
市
政
関
係
を
中
心
に
」
『
横
浜
市
史

資
料
室
紀
要
」
第
3
号
、
平
成
お
年
。

(注
2
)
京
都
市
は
総
合
企
画
局
情
報
化
推

進
室
情
報
管
理
担
当
が
条
例
に
基
づ
き
情

報
を
公
開
し
、
歴
史
資
料
に
つ
い
て
は
行
財

政
局
に
京
都
歴
史
資
料
館
を
置
い
て
、
京
都

の
歴
史
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
資
料
の
収
集
・

保
存
・
展
示
、
市
政
史
・
市
政
史
料
の
編
さ

ん
刊
行
も
行
っ
て
い
る
。
京
都
市
は
歴
史
資

料
と
歴
史
的
公
文
書
を
明
確
に
区
分
し
つ

つ
、
と
も
に
市
長
部
局
の
中
で
保
存
と
公
開

を
行
っ
て
い
る
と
い
、
え
る
。

(注
3
)
文
書
館
問
題
研
究
会
編
『
歴
史
的

保
存
文
書
公
開
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

横
浜
市
を
中
心
と
し
て
」
(横
浜
開
港
資

料
館
、
平
成
日
年
)
参
照
。

(注
4
)
平
成
四
日
年
3
月
初
日
執
行
会
議
。

(注
5
)
天
川
晃
「
市
史
資
料
室
の
公
開
講

座
」
前
掲
『
横
浜
市
史
資
料
室
紀
要
」
第

3
号
参
照
。

(注
6
)
市
史
資
料
室
が
近
年
聞
い
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
次
の
よ
、
つ
な
も
の
が
あ
る
。

「
関
東
大
震
災
の
災
害
教
訓
|
東
京
・
横
浜

の
比
較
か
ら
|
」

(平
成
お
年
9
月
1
日
)

「
占
領
の
中
の
横
浜
・
神
奈
川
」

(平
成

μ
年

8
月
凶
日
)

「
横
浜
か
ら
昭
和
を
探
る
新
し
い
昭
和
史

像
を
求
め
て
」

(平
成

μ
年
7
月
幻
日
)

「
横
浜
関
東
大
震
災
の
記
憶
」

(平
成
辺

年
2
月
日
日
)

(注
7
)
横
浜
市
は
平
成
げ
年
9
月
以
降
に

決
裁
ま
た
は
供
覧
の
手
続
き
が
終
了
し
た
文

書
の
件
名
等
目
録
情
報
を
ネ
ッ
ト
検
索
し
て

市
民
情
報
室
で
閲
覧
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

公
開
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
と
の
リ
ン
ク
も
模
索
す
べ
き
だ
ろ
、
っ
。

99.特集政策五十年史




